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令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一

般
会
計
で
、
２
兆
１
，３
６
１
億
３
，

８
０
０
万
円
余
、
特
別
会
計
の
総
額

で
、
９
，４
４
８
億
９
，６
０
０
万
円
余
、

企
業
会
計
の
総
額
で
、４
１
８
億
１
，

３
０
０
万
円
余
の
規
模
と
な
って
お
り
、

一
般
会
計
の
前
年
度
当
初
予
算
比
で

15
・
４
％
の
増
と
な
って
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
令
和

３
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
予
算
」
な

ど
20
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
議

案
も
起
立
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
議
論
さ
れ

た
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

お
け
る
影
響
と
対
策
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
県
民
の
消
費
活
動
や
企
業
の
業

績
に
幅
広
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
委

員
か
ら
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

県
税
収
入
の
確
保
や
県
有
財
産
の
活

用
に
加
え
、
企
業
を
育
て
、
人
と
企

業
を
呼
び
込
む
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
と
質
さ
れ
、
知
事
職
務
代
理
者
の

服
部
副
知
事
か
ら
は
、
成
長
産
業
の

創
出
と
集
積
を
通
じ
、
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
の
確
保
に
つ
な
げ
、
ま

た
、
移
住
者
の
呼
び
込
み
を
進
め
る

な
ど
、
人
と
企
業
の
受
け
皿
と
し
て

選
ば
れ
る
福
岡
県
を
目
指
し
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
は
、
感
染
再
拡

大
防
止
に
向
け
た
、
病
床
の
確
保
や

宿
泊
療
養
施
設
の
運
用
、
高
齢
者
施

設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
、
政
令
市
と

の
連
携
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
さ
れ
、知
事
職
務
代
理
者
か
ら
は
、

引
き
続
き
基
本
的
な
感
染
症
防
止
策

の
徹
底
、
特
に
感
染
リ
ス
ク
が
高
い

と
さ
れ
る
飲
食
店
で
の
事
業
者
、
利

用
者
の
意
識
を
高
め
る
働
き
か
け
、

医
療
提
供
体
制
の
維
持
・
拡
大
を
図

り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
早
く
収
束
さ
せ
、

社
会
経
済
が
支
障
な
く
活
動
で
き
る

よ
う
政
令
市
や
関
係
機
関
と
も
連
携

す
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
は
じ

め
と
す
る
人
獣
共
通
感
染
症
に
備

え
、
４
月
か
ら
ワ
ン
ヘ
ル
ス
総
合
推

進
室
を
設
置
し
、
全
庁
横
断
的
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
地
域
振
興
】

　

福
岡
都
市
圏
と
周
辺
市
町
村
の
人

口
や
経
済
活
力
に
格
差
が
あ
り
、
交

通
手
段
の
減
少
も
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
委
員
か
ら
は
、
県
土
の
均
衡

あ
る
発
展
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に

地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

と
質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
地
域

の
特
性
や
資
源
を
い
か
し
た
地
域
振

興
施
策
の
充
実
を
図
り
、
社
会
の
変

化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
市

町
村
と
連
携
し
、
地
域
に
寄
り
添
っ

た
振
興
を
進
め
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
で
導
入

さ
れ
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
地
元
の
木
材
を
活

用
し
、
観
光
資
源
と
な
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
車
両
を
走
ら
せ
る
こ
と
で
、

利
用
促
進
や
継
続
的
な
運
行
に
繋
が

り
、
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

【
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
】

　

本
県
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
さ
れ
、執
行
部
か
ら
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ

る
洋
上
風
力
発
電
促
進
の
取
り
組
み

に
対
し
、
県
議
会
の
皆
様
か
ら
は
力

強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

県
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
室
に
専
任
の

係
を
設
け
、
導
入
拡
大
を
着
実
に
進

め
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
福
祉
問
題
】

　

虐
待
に
よ
っ
て
児
童
が
亡
く
な
る

と
い
う
事
案
が
県
内
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
一
時
保
護
な
ど
保
護
者
の
同

意
が
無
く
て
も
家
庭
に
介
入
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
り
、
委
員
か
ら
は
、

「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」

や
児
童
相
談
所
が
十
分
に
機
能
す
る

た
め
の
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
児
童

相
談
所
職
員
と
市
町
村
職
員
合
同
の

演
習
な
ど
職
員
の
業
務
の
質
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
福
祉
司
、

児
童
心
理
司
な
ど
の
増
員
に
取
り
組

み
、
体
制
強
化
を
着
実
に
進
め
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
、
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
導
入
の
検
討
に
つ
い
て

質
さ
れ
、知
事
職
務
代
理
者
か
ら
は
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
の
皆
様

と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
制
度
導

入
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
検
証
・
研

究
を
進
め
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
農
林
水
産
問
題
】

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
減
少
が

続
く
中
、
新
た
な
人
材
の
確
保
は
本

県
の
主
要
な
柱
で
あ
り
ま
す
。
次
世

代
の
担
い
手
と
し
て
新
規
就
農
者
の

確
保
・
育
成
は
必
要
だ
が
、
定
年
退

職
後
に
就
農
す
る
「
定
年
帰
農
」
や
、

女
性
農
業
者
へ
の
支
援
も
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
と
質
さ
れ
、
執
行
部
か

ら
は
、
定
年
帰
農
の
ニ
ー
ズ
に
は
、

栽
培
品
目
の
選
定
や
技
術
指
導
を
、

加
え
て
来
年
度
か
ら
中
山
間
地
域
に

お
い
て
新
た
な
人
材
を
呼
び
込
む
た

め
、
地
域
の
商
工
会
等
と
連
携
し
た

取
り
組
み
も
進
め
る
。
ま
た
、
女
性

農
業
者
に
対
し
て
は
、
経
営
発
展
塾

や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
講
座
を
開
催
し

て
お
り
、
多
様
な
角
度
か
ら
本
県
農

業
を
担
う
新
た
な
人
材
の
確
保
・
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】

　

今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
２
０ 

２
１
世
界
体
操
・
新
体
操
選
手
権
北

九
州
大
会
」
の
効
果
に
つ
い
て
質
さ

れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
県
民
に
感
動

を
与
え
、
国
内
外
へ
の
福
岡
県
、
北

九
州
市
の
Ｐ
Ｒ
、
そ
し
て
地
域
経
済

の
活
性
化
な
ど
多
く
の
効
果
が
見
込

ま
れ
る
。
北
九
州
市
を
は
じ
め
県
内

関
係
者
、
企
業
の
方
々
と
協
力
し
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た
な
大
会

の
在
り
方
「
北
九
州
モ
デ
ル
」
と
し

て
提
案
・
開
催
す
る
こ
と
で
、
福
岡

県
に
元
気
と
感
動
を
も
た
ら
す
大
会

と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
県
が
設
立
し
た
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
専
門

家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
市

町
村
や
観
光
協
会
な
ど
関
係
者
と
も

意
見
交
換
を
行
い
、
県
内
各
地
で
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
む
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
防
災
・
減
災
対
策
】

　

水
災
害
の
リ
ス
ク
増
大
に
備
え
る

た
め
の
流
域
治
水
の
推
進
に
つ
い
て

質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
県
管
理

の
二
級
河
川
に
つ
い
て
は
「
流
域
治

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
令
和
３
年
度

末
ま
で
に
策
定
す
る
。
今
後
も
農
林

水
産
部
、
建
築
都
市
部
な
ど
関
係
部

局
と
の
連
携
、国
、市
町
村
等
流
域
内

の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と
一
体
と
な
っ

て
、
県
内
の
流
域
治
水
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
教
育
問
題
】

　

地
域
と
連
携
し
た
部
活
動
の
実

現
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
働
き
方

改
革
は
、
教
職
員
が
健
康
で
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
教
職
員
が

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
十
分
確

保
・
充
実
さ
せ
、
学
校
教
育
の
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
学
校
現

場
に
お
い
て
こ
の
目
標
が
達
成
で
き

る
よ
う
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い

部
活
動
環
境
の
整
備
と
併
せ
、
働
き

方
改
革
の
推
進
に
努
め
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

【
県
政
運
営
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
等
の
重
大
な
課
題
が
山
積
す
る
緊

急
事
態
下
、
委
員
か
ら
は
、
今
後
の

県
政
推
進
へ
の
思
い
に
つ
い
て
質
さ

れ
、
知
事
職
務
代
理
者
か
ら
は
、
県

政
に
空
白
や
停
滞
、
混
乱
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

小
川
知
事
と
と
も
に
編
成
し
た
令
和

３
年
度
予
算
に
組
み
込
ん
だ
施
策
を

迅
速
か
つ
着
実
に
実
行
し
て
い
く
責

任
が
あ
り
、
小
川
県
政
の
バ
ト
ン
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
福
岡
県
を

さ
ら
に
元
気
に
飛
躍
さ
せ
、
日
本
の

発
展
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
県
に
し

て
ま
い
る
。
県
民
の
皆
様
と
手
を
携

え
て
福
岡
県
の
未
来
の
扉
を
開
い
て

ま
い
り
た
い
と
思
う
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
自
動
車
税
の
減

免
、
自
殺
対
策
、
被
爆
二
世
、
三
世

に
対
す
る
対
応
、
地
球
温
暖
化
と
自

然
環
境
の
保
護
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
支
援
、
地
域
雇
用
対
策
、
労
働
者

協
同
組
合
法
、
無
園
児
・
ス
テ
ッ
プ

フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
支
援
、
筑
前
海
に

お
け
る
漁
業
経
営
の
安
定
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
へ
の
取
り
組

み
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
、
観

光
地
域
づ
く
り
、
大
濠
公
園
の
活

用
、
水
害
時
に
お
け
る
県
営
住
宅
の

活
用
、
少
年
の
再
犯
防
止
対
策
、
県

立
図
書
館
に
お
け
る
電
子
書
籍
の
導

入
、
学
校
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
質
疑
、
要
望

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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